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令
和
６
年
度
事
業
実
績
速
報
値

シルバー伊東

令
和
７
年
度
女
性
委
員
会
活
動
予
定

令
和
5
年
に
発
足
し
て
今
年
３
年
目
の
活

動
に
な
り
ま
す
。
令
和
７
年
度
は
「
茶
話
会
」

を
定
着
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
楽
し

く
参
加
で
き
る
茶
話
会
を
目
指
し
て
、
皆
さ

ん
の
参
加
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
の
「茶
話
会
」日
程

✿

さ
く
ら
茶
話
会

４
月
21
日
（月
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

ふ
じ
の
ゆ
め
1
階
サ
ロ
ン

女
性
会
員
向
け
「気
楽
な
ス
マ
ホ
講
習
会
」

✿

あ
じ
さ
い
茶
話
会

7
月
7
日
（月
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

ふ
じ
の
ゆ
め
全
館

全
会
員
向
け
「健
康
測
定
＆
交
流
会
」

✿

も
み
じ
茶
話
会

11
月
10
日
（月
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

ふ
じ
の
ゆ
め
1
階
サ
ロ
ン

会
員
・一
般
向
け
「季
節
の
リ
ー
ス
作
り
」

会
員
向
け
チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
に
ぎ
わ

い
な
ど
で
広
報
及
び
参
加
を
呼
び
か
け
ま
す

の
で
、
是
非
一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
度

会
員
紹
介
事
業
報
告

令
和
６
年
度
の
「
会
員
一
人
一
名

紹
介
事
業
」
の
実
績
は
、
7
名
で
し

た
。
新
入
会
員
総
数
は
、
66
名
、
約

11
％
の
方
が
、
会
員
の
声
掛
け
に
よ

り
入
会
さ
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

ご
紹
介
い
た
だ
い
た
会
員
に
は
粗
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
7
年
度
か
ら
、
毎
月
2
回
入

会
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
説
明
会
に
都
合
が
つ
か
な
い

方
の
為
の
個
別
面
談
も
行
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
実
績
に
つ
い
て
ご

報
告
し
ま
す
。
受
託
事
業
お
よ
び
派
遣
事
業
の
双
方
で

目
標
を
達
成
し
、
僅
か
な
が
ら
前
年
を
上
回
る
結
果
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前

と
比
較
す
る
と
、
受
託
事
業
は
以
前
と
し
て
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

特
に
会
員
数
に
関
し
て
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
直
面

入会月 人数

４月 4

５月 1

６月 0

７月 0

８月 0

９月 0

１０月 1

１１月 0

１２月 0

１月 1

２月 0

３月 0

し
て
お
り
ま
す
。
、
平
成
９
年
に
５
０

０
名
を
超
え
て
以
降
、
令
和
５
年
に

は
初
め
て
５
０
０
名
を
下
回
り
、
令

和
６
年
度
末
に
は
４
４
９
名
に
ま
で

減
少
し
ま
し
た
。

会
員
数
の
回
復
、
増
強
が
全
国
的

に
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
そ
の
解

決
策
の
一
環
と
し
て
下
記
の
「
会
員

紹
介
事
業
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
会
員
の
皆
様
の
お
身
内
や
ご
友

人
、
知
人
の
方
々
に
お
声
か
け
い
た

だ
き
、
ご
入
会
を
お
勧
め
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
当
セ
ン
タ
ー
を
更
に
活

力
と
魅
力
の
あ
る
場
と
す
る
た
め
、

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

（単位：千円） 令和５年度 令和６年度

派 遣 43,536 43,783

受 託 169,381 172,184

合 算 212,917 215,967

年 間 合 計
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班
長
会
議
の
報
告

2
月
6
日
（
木
）
、
伊
東
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
「
令
和
６
年
度
の
班
長
会

議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
地
域
班
長
18
名
と
副
理
事
長
、
普
及
啓
発
部
員
2
名

事
務
局
２
名
が
出
席
、
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
事
務
局
か
ら
「
地
域
班
の
現

状
」に
つ
い
て
説
明
。
そ
の
後
、
4
グ
ル
ー
プ
で
次
の
議
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

行
い
ま
し
た
。

①
地
域
班
の
構
成
人
数
の
ば
ら
つ
き
と
班
長
の
な
り
て
不
足
解
消
方
法
に
つ
い
て

②
令
和
7
年
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
普
及
啓
発
Ｄ
Ａ
Ｙ
に
合
わ
せ
て
、
10
月
開

催
予
定
）
活
動
の
開
催
地
に
つ
い
て
、
開
催
場
所
が
毎
年
同
じ
で
は
参
加
す
る

人
も
固
定
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
今
年
度
は
「
伊
東
公
園
」と
「小
室
山
公
園
」
、

ど
ち
ら
が
よ
い
か

◆
人
数
の
少
な
い
と
こ
ろ
は
、
兼
務
で
き
る
の
で
は
？

◆
地
域
班
を
見
直
し
す
る
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
？

◆
小
室
山
開
催
が
い
い
と
い
う
意
見
が
多
数

◆
10
月
だ
と
蜂
が
心
配
な
の
で
、
開
催
日
が
決
ま
れ
ば
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
小

室
山
の
作
業
を
し
て
い
る
会
員
さ
ん
た
ち
が
蜂
対
策
を
実
施
し
て
お
く
と
の
事

◆
開
催
時
期
は
、
「つ
つ
じ
祭
り
」が
終
わ
っ
た
く
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
い
い
と
思
う

◆
雨
天
「中
止
」で
は
な
く
、
候
補
日
を
複
数
決
め
て
「順
延
」
に
し
た
方
が
い
い

と
思
う

◆
「伊
豆
新
聞
」に
取
材
を
お
願
い
す
る
等
対
外
的
Ｐ
Ｒ
が
必
要

◆
開
催
場
所
や
活
動
範
囲
な
ど
の
詳
細
情
報
を
事
前
に
会
員
に
広
報
す
る

沢
山
の
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
他
と
し
て
、
「確
定
申
告
の
サ
ポ
ー
ト
講
習
会
な
ど
を
開
催
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
ご

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

普
及
啓
発
部
で
検
討
し
て
、
決
定
次
第
、
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
一
人
で
も
多

く
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

シルバー伊東

安
全
集
会
報
告

3
月
18
日
（
火
）
、
庭
手
入
れ
関
連
の
就
業
会
員
を
対
象
と

し
た
安
全
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
46
名
の
会
員
が
参
加
。

今
年
度
も
、
「草
刈
り
事
故
事
例
か
ら
考
え
る
安
全
対
策
に

つ
い
て
」及
び
「
各
セ
ン
タ
ー
の
安
全
就
業
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
の
資
料
を
も
と
に
、
庭
手
入
れ
就
業
会
員
に
「
安
全
就

業
」
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
参
加
会
員
の
方
々
か
ら
上
が
っ
た

貴
重
な
意
見
を
も
と
に
、
安
全
推
進
部
で
は
、
現
場
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
「安
全
な
就
業
」に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
全
て
の
草
刈
り
作
業
に
お
い
て
、
必
ず

飛
散
防
止
策
を
講
ず
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

連 続

無事故日数

令和7年 3月末
現 在

31 4 日

9 日1

傷 害 事 故

賠 償 事 故
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シルバー伊東

教
え
て
「ち
え
ぶ
く
ろ
う
」

新
し
い
契
約
方
式
っ
て

契
約
関
係
の
見
直
し
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
よ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
の
施
行
（
令
和
６
年
11

月
１
日
）を
踏
ま
え
、
会
員
が
請
負
・
委
任
の
形
態
で
就
業
す
る
契
約
に
つ
い
て
、
契

約
方
法
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
が
発
注
者
か
ら
受
託
し
た
仕
事
を
会
員
に
再
委
託
す
る
従
来
の
契
約
方

法
は
、
発
注
者
と
会
員
と
の
間
で
直
接
的
な
契
約
関
係
が
生
じ
る
構
造
と
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
会
員
の
皆
様
が
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
に
よ
る
保
護
を
受
け
、
安
心
・安
全
に

就
業
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
か
ら
も
、

セ
ン
タ
ー
の
契
約
方
法
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
よ
う
方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
と
の
違
い
は
何
？

①
会
員
と
セ
ン
タ
ー
の
関
係

形
式
的
に
は
発
注
者
と
会
員
と
の
間
で
契
約
関
係
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
実
務
面
で
は
従
来
と
基
本
的
に
変
わ
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
セ
ン
タ
ー
は
、

発
注
者
と
会
員
の
間
に
入
っ
て
様
々
な
調
整
を
行
い
ま
す
。
依
頼
さ
れ
た
仕
事
の

履
行
や
会
員
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
も
、
従

来
と
同
じ
よ
う
に
セ
ン
タ
ー
が
責
任
を
も
っ
て
対
応
し
ま
す
。

②
「会
員
業
務
仕
様
書
」の
明
示

発
注
者
が
民
間
企
業
の
場
合
の
み
作
業
す
る
会
員
に
対
し
て
「Sm

ile
to

S
m

ile

」
を
活
用
し
、

「会
員
業
務
仕
様
書
」を
通
知
し
ま
す
。(

書
面
で
の
交
付
が

必
要
な
方
は
、
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
窓
口
に
て
発
行
い
た
し
ま
す
。)

「Sm
ile

to
S

m
ile

」
は
会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。

会
員
業
務
仕
様
書
の
ほ
か
配
分
金
明
細
書
や
お
知
ら
せ
を
随
時
通
知
し
ま
す
。
利

用
す
る
た
め
に
は
、
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
自
身
で
ご
登
録
い
た
だ
く

か
、
登
録
の
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
事
務
所
に
ス
マ
ホ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

③
配
分
金
の
名
称
変
更

配
分
金
（
会
員
立
替
材
料
費
含
む
）
の
名
称
が
、
「
会
員
業
務
委
託
料
」
に
変
更
さ

れ
ま
す
。

配
分
金
同
様
、
「
会
員
業
務
委
託
料
」
に
つ
い
て
も
、
所
得
税
法
上
、
「
業
務
に
係
る

雑
所
得
」
に
該
当
し
ま
す
。※

一
部
の
業
務
（独
自
事
業
な
ど
）は
変
更
な
し

■見直しのイメージ

　▼発注・業務委託 請負・委任契約関係

発注者

センター

会員

　▼再委託 請負・委任契約関係

【従来】

会員

請負・委任契約関係

発注者

センター

　▼利用申込

　▼サポート

【見直し後】

総
合
調
整
・
マ
ッ
チ
ン
グ
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宇
佐
美
５
班

秋

山

一

郎

宇
佐
美
４
班

岩

沢

礼

子

宇
佐
美
３
班

宇
佐
美
２
班

宇
佐
美
1
班

松

原

２

班

山

本

純

子

松

原

１

班

湯

川

２

班

小
原
日
出
男

湯

川

１

班

稲

葉

信

一

玖
須
美
3

の

3

渡

邉

正

敏

玖
須
美
3

の

１

濱
野
み
ゆ
き

玖
須
美
2

の

1

玖
須
美
1

の

1

新
　
　
井

鎌

田

２

班

鎌

田

１

班

岡

４

班

岡

３

班

池

谷

供

子

岡

２

班

鈴

木

久

子

岡

１

班

伊

代

野

富

美

江

吉
　
田

佐

久

間

眞

川

奈

６

班

蓮

池

博

川

奈

４

班

山

内

修

二

川

奈

３

班

上

原

好

正

川

奈

２

班

川

奈

１

班

荻
十
足
５
班

古

原

正

義

荻
十
足
４
班

荻
十
足
３
班

稲

葉

　
泉

荻
十
足
２
班

石

神

順

子

荻
十
足
１
班

岡

本

吉

郎

富

戸

４

班

長

澤

治

雄

富

戸

３

班

田

中

寛

治

富

戸

２

班

池

谷

八

郎

富

戸

１

班

富

田

利

明

八
幡
野
６
班

藤

田

友

計

八
幡
野
５
班

石

井

立

美

八
幡
野
４
班

石

野

和

男

八
幡
野
３
班

小

林

　
隆

八
幡
野
２
班

八
幡
野
１
班

地域班長さんは、就業募集のチラシやシルバー伊東などの配布物を皆さ
んのお宅に届けてくれます（班長手当：1,000円/月）
※緑色の箇所は、現在「班長不在」です。絶賛「班長募集中！！」
引き受けてもいいよ～という方は、事務局までご連絡ください♪

令和7年度の地域班長さんをご紹介します
顔を覚えてもらえると、うれしいです♪

班長不在

の地域は

郵送です

シルバー伊東
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総
会
の
ご
案
内

令
和
7
年
度
の
定
時
総
会
を
左
記
の

日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

○
令
和
7
年
６
月
20
日
（金
）

○
午
後
１
時
30
分
～

○
観
光
会
館

別
館

事

務

局

だ

よ

り

令
和
７
年
度
の
会
費
納
入
方
法

新
年
度
の
会
費
納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
般
会
員
・会
費

２
，
５
０
０
円

(

互
助
会
費
１
，
０
０
０
円
含
む
）

①
当
セ
ン
タ
ー
事
務
局
窓
口

平
日
（土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で

②
地
域
班
長
を
通
し
て
納
入

４
月
10
日
頃
か
ら
20
日
位

４
月
の
配
布
物
お
届
け
の
際
に
班
長
が
お
声
掛
け
し
ま
す
。

③
銀
行
振
込(

振
込
手
数
料
は
ご
負
担
く
だ
さ
い
）

静
岡
銀
行

伊
東
支
店

普
通
口
座

０
５
９
７
４
１
８

三
島
信
用
金
庫

伊
東
営
業
部

普
通
口
座

０
９
３
１
０
３
６

三
島
信
用
金
庫

南
伊
東
支
店

普
通
口
座

０
９
１
２
８
６
２

※

振
込
納
入
の
場
合
は
領
収
書
は
発
行
し
ま
せ
ん
。

「
ご
利
用
明
細
書
」
が
領
収
書
の
代
わ
り
に
な
る
の
で
必
ず

保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※

シ
ル
バ
ー
か
ら
の
配
布
物
が
直
送(

郵
送
）で
送
ら
れ
て
く

る
方(

主
に
Ｐ
5
の
班
長
不
在
の
地
域
の
方
）
に
つ
い
て
は
、

①
か
③
の
方
法
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

Ｇ
Ｗ
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

事
務
所
は
５
月
3
日
（土
）か
ら
５
月
6
日

(

火
）ま
で
（4
日
間
）、
休
み
と
な
り
ま
す
。

◆
就
業
報
告
書
等
の
事
務
所
へ
の
届
け

に
つ
い
て

締
め
処
理
の
関
係
で
２
日(

金
）
午
前

中
に
事
務
所
必
着
で
お
願
い
し
ま
す
。

で
き
る
だ
け
早
め
に
郵
送
ま
た
は
、
事

務
所
の
郵
便
受
け
に
投
函
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
セ
ン
タ
ー
事
業
に
係
る
緊
急
事
態
が

発
生
し
た
場
合
は
、
左
記
ま
で
。

＝

緊

急

連

絡

先

＝

事
務
局
長

佐
々
木

０
９
０-

１
４
１
８-

３
９
２
９

シルバー伊東

会
員
業
務
委
託
料
・配
分
金
の
支
払
い

(

3
月
分
～
5
月
分
）

◆
明
細
書
は
郵
送
で
す
。※

「Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ

Ｔ
ｏ

Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
」

に
登
録
す
る
と
、
会
員
さ
ん
の
ス
マ
ホ
で
確
認
で
き
ま
す
。
紙
の

明
細
書
不
要
と
お
申
し
出
頂
い
た
方
に
は
、
郵
送
し
ま
せ
ん
。

◆
会
員
業
務
委
託
料
・
配
分
金
は
、
会
員
さ
ん
の
登
録
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。

【
請
負
・委
任
】

【
派
遣
】

3
月
分

・
・・

4
月
15
日
（火
）

4
月
25
日
（金
）

4
月
分

・・・

5
月
15
日
（木
）

５
月
23
日
（金
）

5
月
分

・
・・

6
月
13
日
（金
）

6
月
25
日
（水
）

入
会
説
明
会
日
程

会
員
募
集
中

４
月
か
ら
、
月
２
回
（第
１
火
曜
日
・第
３
火
曜
日
）開
催
し

ま
す
。
お
友
達
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

○
4
月
１
日
（火
）

〇
４
月
15
日
（火
）

○
5
月
20
日
（火
）

○
6
月
3
日
（火
）

〇
６
月
17
日
（火
）

時

間

午
後
1
時
30
分
～

場

所

セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室

持
ち
物

写
真
２
枚
・
緊
急
時
の
連
絡
先

年
会
費
２
千
５
百
円
（初
年
度
月
割
り
有
）

振
込
銀
行
口
座
情
報
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お
さ
か
な
ク
ラ
ブ
の
近
況
報
告

寒
さ
が
大
分
緩
ん
で
き
て
、
沖
釣
り
に
は
良
い
季
節
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
会
員
の
飯
田
氏
、
浅
井
氏
の
釣
果
の
報
告
。
飯

田
氏
は
宇
佐
美
か
ら
出
船
し
て
ア
マ
ダ
イ
を
釣
り
ま
し
た
。

船
中
ト
ッ
プ
の
成
績
だ
と
か
。
浅
井
氏
は
下
田
か
ら
爪
木
丸

で
出
船
し
て
高
級
魚
の
シ
マ
ア
ジ
を
釣
っ
て
き
ま
し
た
。

3
月
に
入
っ
て
伊
東
の
海
に
は
マ
グ
ロ
や
マ
イ
ワ
シ
の
群
れ

が
定
置
網
に
入
る
よ
う
に
な
り
、
イ
サ
キ
も
釣
れ
始
め
ま
し

た
。
イ
サ
キ
も
マ
イ
ワ
シ
も
脂
が
の
っ
て
美
味
し
い
時
期
で
す
。

マ
イ
ワ
シ
は
廉
価
で
ス
ー
パ
ー
や
魚
屋
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

刺
身
よ
し
、
塩
焼
き
で
は
脂
が
凄
く
し
っ
か
り
見
て
な
い
と

真
っ
黒
に
な
る
位
で
す
、
皆
さ
ん
も
是
非
こ
の
時
期
の
マ
イ

ワ
シ
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

お
さ
か
な
ク
ラ
ブ
で
は
随
時
会
員
を
募
集
し
て
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
事
務
局
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

(

井
ノ
内

靖
）

シルバー伊東

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
く
ら
ぶ
活
動
報
告

令
和
６
年
度
最
後
の
活
動
は
、
城
ヶ
崎
自
然
研
究
路
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
一
部
を
伊
豆
高
原
駅
か
ら
対
島
川
を

下
り
、
幻
の
滝
と
呼
ば
れ
て
い
る
対
島
の
滝
を
見
る
た
め

の
展
望
台
で
対
島
の
滝
を
バ
ッ
ク
に
参
加
者
全
員
で
の
記

念
写
真
の
予
定
で
し
た
が
、
や
は
り
幻
の
滝
の
水
量
は
少

な
く
、
対
島
の
滝
の
写
真
は
単
独
と
な
り
ま
し
た
。
気
持

ち
を
取
り
直
し
て
次
に
大
淀
・
小
淀
へ
。
本
来
は
海
の
近

く
ま
で
歩
い
て
い
く
つ
も
り
で
し
た
が
、
海
の
方
か
ら
登
っ

て
き
た
人
達
に
「
大
変
で
し
た
か
？
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「大
変
で
し
た
よ
。
」と
の
回
答
が
返
っ
て
き
た
の
で
安
全
・

安
心
を
考
慮
し
て
、
今
回
は
無
理
を
し
な
い
こ
と
に
し
ま

し
た
。

。

次
に
橋
立
吊
り
橋
に
行
き
ま
し
た
。
吊
り
橋
を
渡
る
時
は
写

真
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
か
な
り
怖
く
、
高
所
恐
怖
症
の
私
は

ビ
ク
ビ
ク
し
な
が
ら
何
と
か
渡
り
ま
し
た
。
本
当
に
怖
い
人
は
無

理
を
せ
ず
迂
回
路
を
通
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
今
回
の

コ
ー
ス
は
上
り
下
り
の
多
い
道
で
し
た
が
、
参
加
者
は
ゆ
っ
く
り

と
海
や
木
々
を
眺
め
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
そ
ん
な
に
長
く
な
い
距
離
だ
っ
た
の
で
全
員
が
無
理
な
く
次

の
目
的
地
で
あ
る
八
幡
野
漁
港
ま
で
歩
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

八
幡
野
漁
港
で
は
各
自
が
持
参
し
た
お
弁
当
な
ど
を
気
の

合
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
会
話
を
し
な
が
ら
食
べ
ま
し
た
。
偶
然
に
も
、

た
ま
た
ま
深
海
魚
を
取
り
に
行
っ
て
い
た
漁
船
が
戻
っ
て
き
て

我
々
に
珍
し
い
深
海
魚
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な
ハ
プ
ニ

ン
グ
が
起
き
る
こ
と
も
嬉
し
い
出
来
事
で
す
ね
。

お
な
か
も
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
の
で
、
最
後
に
伊
豆
高
原
桜
並

木
に
向
か
い
ま
し
た
。
途
中
一
部
の
メ
ン
バ
ー
は
八
幡
野
観
音
を

見
た
後
で
、
桜
並
木
に
先
行
し
て
向
か
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
を
追

い
か
け
、
無
事
合
流
で
き
ま
し
た
。
（
２
名
の
参
加
者
は
別
の
予

定
が
あ
り
、
桜
並
木
で
は
残
り
の
８
名
で
し
た
。
）
桜
の
開
花
が

遅
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
想
像
以
上
に
開
花
し
て
い

た
の
で
桜
の
前
で
記
念
撮
影
を
し
て
今
回
の
活
動
は
無
事
終
了

し
ま
し
た
。

(

北
野

芳
男
）

互
助
会
通
信

 ７



◆孫にほいほいお土産をペイペイで支払う自分が可笑しい！ N.T

◆春なのに～♬（柏原芳恵）桜の花びらに雪降ったり、温暖差が激しいから体調崩すことが多いですね。負けな
いで もう少し♪（ZARD） Y.N

◆今年の大室山の山焼き、東京の娘婿が近くで見て大迫力に感激。伊豆に来て33年、未だに傍で見たことがな
い。来年は行ってみたい。 Y.K

◆「桜梅桃李」という四字熟語～他人と自分を比べることなく個性を磨こう～はて?わたしの個性・・・ H.O

あとがき

シルバー伊東

今
年
1
月
に
ツ
ア
ー
旅
行
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

コ
ー
ス
の
中
に
出
雲
大
社
の
初
詣
が
有
り
ま
し
た
の
で
、
今
年
は
是

非
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
60
歳
以
上
の
方
が
殆
ど
で

し
た
。

出
雲
大
社
に
参
拝
後
に
ガ
イ
ド
さ
ん
が
、
「
お
守
り
は
買
い
ま
し
た

か
？
健
康
祈
願
だ
け
の
購
入
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
。
「
縁
結

び
の
お
守
り
を
購
入
す
る
方
は
居
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」
と
言
わ
れ
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
ち
ょ
っ
と
笑
い
が
起
き
ま
し
た
。

出
雲
大
社
の
ガ
イ
ド
さ
ん
曰
く
、
「
縁
結
び
と
は
若
者
の
恋
愛
成
就
だ

け
で
は
な
い
の
で
す
よ
。
」
と
の
こ
と
。
友
達
、
仕
事
仲
間
、
ご
近
所
さ

ん
色
々
な
良
い
縁
が
結
ば
れ
ま
す
様
に
お
願
い
す
る
『
良
縁
祈
願
』
で

も
あ
り
ま
す
。
と
の
解
説
で
し
た
。

老
後
の
人
生
、
楽
し
く
過
ご
す
に
は
対
人
関
係
も
大
事
で
す
。
そ
し

て
、
「
ち
ょ
っ
ぴ
り
春
が
来
る
人
が
居
て
も
良
い
の
か
な
〜
」な
ん
て
・・・。

余
談
な
ん
で
す
が
御
守
り
は
綺
麗
な
布
の
袋
に
入
り
、
何
処
か
に
吊
る

し
た
り
出
来
る
物
が
御
守
り
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
今
は
、
カ
ー

ド
式
に
な
っ
て
い
て
お
財
布
や
カ
ー
ド
入
れ
に
入
る
も
の
も
あ
る
の
で

す
ね
。(

出
雲
大
社
だ
け
な
の
か
・
・？)

時
代
が
変
わ
り
ま
し
た
ね
。

(

仲
田

好
重
）

様 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・

青

木

健

鈴

木

顕
森

田

栄

子

八

木

み

ほ

子

江

口

博

岡

本

孝

山

田

幸

子

木

村

八

重

子

佐

野

洋

佐

藤

優

子

村

川

耕

司

佃

　
修

一

塩

津

一

春

日

井

基

之

乙

幡

聰

葛

島

悦

子

【

宇

佐

美

地

域

】

浜

野

健

治

【
湯

川

・

松

原

地

域

】

前

田

清

光

西

田

則

和

【

岡

・

鎌

田

地

域

】

髙

橋

ル

ミ

福

島

照

代

木

部

留

美

子

【
新

井

・

玖

須

美

地

域

】

赤

坂

　
昇

藤

枝

宗

男

木

部

茂

行

名

越

長

生

【

宇

佐

美

地

域

】

鈴

木

重

宏

【
新

井

・

玖

須

美

地

域

】

【
湯

川

・

松

原

地

域

】

【

対

島

地

域

】

【

荻

・

十

足

地

域

】

小

川

明

利

【
川

奈

・

吉

田

地

域

】

【

岡

・

鎌

田

地

域

】

福

原

み

つ

江

田

畑

朝

惠

富

岡

清

美

石

川

浩

三

佐

々

木

尚

子

工

藤

啓

一

森

田

悦

子

【

対

島

地

域

】

【

荻

・

十

足

地

域

】

星

野

芳

一

山

中

操

中

原

照

美

加

藤

悟

三

橋

渉

奥

山

勝

男

栗

田

幸

夫

勝

又

正

晴

片

岡

博

子

井

上

彰

子

小

味

田

宗

四

郎

梅

田

せ

い

子

児

島

尚

子

【
湯

川

・

松

原

地

域

】

工

藤

啓

一

藤

本

玲

子

成

ケ

澤

靖

臣

岡

島

暁

人

熊
谷
　
直
朝

令
和
7
年
1
月
か
ら
3
月
ま
で
の
新
入
会
員

[

地
域
順
・敬
称
略]

令
和
7
年
1
月
か
ら
3
月
ま
で
の
退
会
会
員

[

地
域
順
・敬
称
略]

訃
報

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

令
和
7
年
1
月
か
ら
3
月

 8


	P1
	表紙p1 

	P2
	Ｐ2事業実績 (2)

	P3
	P3各種報告

	P4
	Sheet1

	P5
	地域班長紹介 

	P6
	事務局だよりP６

	P7
	Ｐ７互助会通信

	P8
	P8 (2)


